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研究要旨 頸椎前方固定術後の気道閉塞は最も重症な合併症であり、術後の頸椎 

前方の軟部組織の腫脹の程度の評価は重要である。今回、その評価に超音波検査

法を導入し、有用性を評価するために単純 X線による評価と比較したところ、超

音波検査法は非侵襲的に反復して評価できる有用な方法であることが示唆された。 

 

 

 

Ａ．研究目的 

頸椎前方固定術後の気道閉塞は最も

重症な合併症であり、術後の頸椎前

方の軟部組織の腫脹の程度の評価は

重要である。 

今回、その評価に非侵襲的な超音波 

検査法を導入し、有用性を評価した。 

 

Ｂ．研究方法 

倫理委員会の承認後、頸椎症性脊髄 
症と神経根症に対して前方固定術が 
施行された 11 症例を対象とした。超 
音波検査用のプロ―べを前頸部に置き、 
頸椎前方の軟部組織の前後径を計測し 
た。計測は術前日から術後 14 日まで施

行し、頸椎単純 X 線像での計測値と比較

した。 
 

Ｃ．研究結果 

頸椎前方の軟部組織の腫脹は術後 3日 

目まで増大し、その後経時的に減少した。

単純 X 線像での計測値と比較した結果、

相関係数は 0.9と高値を示した。 

 

 

 

Ｄ．考察、 

頸椎前方固定術後の気道閉塞を予防する目

的で単純 X 線像でのなされてきてその有用

性も報告されているが、頻回の単純 X 線像

の撮像は煩雑で、放射線被爆も伴う。これ

に対して超音波検査は頻回に簡便に施行で

きるとともに、放射線被爆も伴わない非侵

襲的な方法で、その信頼性が証明されたた

めに今後の発展が期待される。 

 

Ｅ．結論 

頸椎前方固定術後の気道閉塞をの評価を目

的とした超音波検査法の有用性が示唆され

た。 

 
Ｆ．健康危険情報 
  総括研究報告書にまとめて記載 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む） 

1.特許取得 

 なし 

2.実用新案登録 

 なし 

3.その他 

 なし 


